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各条件の文字数は CTS 条件では 2271 字、CST 条件では 2278 字、TS 条件では 2230 字、
ST 条件では 2234 字であった。 
 説明文は、音声合成ソフトにより作成され、実験参加者は、割り当てられたテキストを
聴覚提示された。各条件における文章全体の提示時間は、CTS 条件で７分 11 秒、CST 条
件において７分 10 秒、TS 条件および ST 条件では７分 02 秒であった。 























































































































































































 多重比較の結果、CST 条件の平均評定値は CTS 条件および TS 条件の平均評定値よりも














































































































































































































文の長さで、１文が 40 文字以内になるように変更された。40 文字以上になってしまう文に
ついては、読点で区切って提示することにした。一度に提示される文の長さは、最小 7 文













































































































































































































































































































































































































基準を満たすものを類推的記述としてカウントした。その結果、CTS 条件では 13 名中 6
名(46％)、CST 条件では 12 名中 6 名(50％)、TS 条件では 13 名中 3 名(23％)、ST 条件で















  ＣＴＳ ＣＳＴ ＴＳ ＳＴ 
類推的記述を書いた人数 6 6 3 12 




















 実験 2 では、実験 1 で不足していた情報を補うために実験参加者の内省が質問紙形式で
取られた。質問の内容は、トピックに対するなじみの有無、読書中に類推をしたか否か、2
つのトピックのうち、どちらを主題と考えたかの 3 つであった。 
トピックに対するなじみの有無 
同性愛と左利き両方の話題について、なじみの有無を 6 件法で質問した（１：なじみが
ある‐６：なじみがない）。全体の平均は、同性愛の話題が 4.35、左利きの話題が 2.55 で
あった。 
１から３を「なじみがある」、４から６を「なじみがない」と設定し、全体の割合を見た
ところ、同性愛の話題については実験参加者の約 66％（51 名中 34 名）がなじみがないと




 実験参加者全体において、約 43％（51 名中 22 名）が「読書中に類推をした」と回答し、






















 実験 2 では、読書時間も計測された。その結果、TS 条件および CTS 条件では、読み進
めるにしたがって読書時間が早まったのに対し、ST 条件および CST 条件では読書時間の
低下は認められなかった。このような結果は、先行研究と一致しない。Blanchette＆






ける。しかしながら、TS 条件および CTS 条件では、後続の話題は構造的に類似しており、
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 実験１で用いられた説明文： CST 条件 
 
 世の中には左利きの人が少なからず存在している。我々の多くは右利きであるが、利き手が左













































































































































 実験１で用いられた説明文： ST 条件 
 
世の中には左利きの人が少なからず存在している。我々の多くは右利きであるが、利き手が左





































































































































































































































































































































































































































































































































































































【　1 2 3 4 5 6　】
●左利きについて
なじみがある なじみがない
【　1 2 3 4 5 6　】
Ⅱ．説明文を読んでいる間、2つの事柄を比較して、類推しましたか？
※類推の例
・左利きが10人に１人で生まれるなら、同性愛者もそのぐらいの確率で生まれるのではないか。
・同性愛者が様々な運動を起こしたように、左利きの人たちも運動を起こしたのかもしれない。
１．した ２．しなかった
Ⅲ．あなたが読んだ説明文は、どちらについて述べたものだと感じましたか。
１．同性愛 ２．左利き
 
 
